
   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月８日（水）に始業式、１０日（金）に入学式を実施しました。校庭や教室には、子どもたちの笑顔

と期待に満ちた元気な声が広がっています。 

さて、いずれの式においても、子供たちに「笑顔」について話をしました。笑顔は、人と人をつなぐ大

切な力だと考えます。子供たちが学校で友達と過ごす時間には、うれしいときや楽しいときもあれば、う

まくいかないときもあります。そんなときこそ、「笑顔」を忘れず、友達と支え合い、助け合いながら過

ごしてほしいと思います。 

そして、私たち教職員は、子供たちが一番長い時間を過ごす授業で、子供たち一人一人を「笑顔」にで

きるよう努めてまいります。日々の授業で、子供たちが「わかった」、「できた」を実感し、さらにその積

み重ねによって一人一人が自己肯定感を高めていけるよう、授業改善に取り組んでいきます。 

一部ではありますが、素晴らしい、始業式での抱負、入学式での歓迎の言葉を紹介します。 
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校訓 「広げようやさしい心 きたえようじょうぶな体 育てよう学ぶ力」 
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５年生の抱負  ５年生代表 （一部抜粋） 

私は５年生として、学習面でも生活面でも心がけたいことがあります。 

学習面では、友達と学び合うことを続け、新しく始まる学習にもしっかりと取り組みたいと思います。私は、

国語の物語文の学習で、登場人物の気持ちを考えることが少し苦手でした。しかし、ペアやグループで友達

と考えを伝え合う中で、「そういう考え方もあるんだ」と気付くことができ、考えを深めることができるようになっ

てきました。友達の意見を聞くことで、自分の考えも広がり、学ぶことの楽しさを感じられると思うので、これか

らも友達との話し合いを大切にしながら、登場人物の気持ちをより深く考えられるようにしていきたいです。 

歓迎の言葉  在校生代表 （一部抜粋） 

小学校にはワクワクすることがたくさん待っています。 

１つめは、勉強です。勉強はとても面白いです。ひらがなの練習をして本が読めるようになったり、算数で

数字の不思議を見つけたりすることができます。自分で「できた！」と思えるときはとても気持ちがいいです。

（省略） 

３つめは、新しい友達をつくることです、この学校には、たくさんの仲間がいます。好きな遊びや得意なこと

が同じ友達、自分とは違う面白さをもった友達。いろいろな出会いが皆さんを待っています。焦らずゆっくり

一生ものの友達を見つけましょう。 

これから毎日、ランドセルを背負って元気に学校に来て、たくさんのワクワクを見つけていきましょう。 


